
紹介と批評

奥
健
太
郎
著

『
昭
和
戦
前
期
立
憲
政
友
会
の
研
究

　
－
党
内
派
閥
の
分
析
を
中
心
に
ー
』

1
　
は
じ
め
に

　
本
書
は
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
立
憲
政
友
会
の
組
織
構
造
と
史
的

展
開
と
を
分
析
し
た
研
究
で
あ
る
。

　
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
結
党
し
昭
和
一
五
年
（
一
九
四

〇
）
に
解
党
し
た
立
憲
政
友
会
は
、
近
代
日
本
を
代
表
す
る
政
党
で

あ
り
、
こ
れ
ま
て
に
多
く
の
優
れ
た
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
行
研
究
は
、
第
三
代
政
友
会
総
裁
で
あ
る
原
敬

が
残
し
た
日
記
が
活
用
で
き
る
明
治
大
正
期
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
書
は
、
昭
和
戦
前
期
政
友
会
の
史
的
展

開
を
、
党
内
派
閥
に
注
目
し
な
が
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
研
究
の
蓄
積
が
最
も
浅
い
昭
和
戦
前
期
に
焦
点
を
あ
て
、

政
友
会
の
内
実
を
詳
細
に
解
き
明
か
し
た
初
め
て
の
研
究
て
あ
る
。

　
な
お
、
本
書
は
、
平
成
一
四
年
度
に
慶
慮
義
塾
大
学
大
学
院
法
学

研
究
科
に
提
出
さ
れ
た
博
士
論
文
『
昭
和
戦
前
期
立
憲
政
友
会
の
研

究
』
に
修
正
を
加
え
た
う
え
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
四
章

を
除
い
て
、
各
章
の
原
型
と
な
っ
た
論
文
は
、
す
で
に
平
成
九
年
か

ら
平
成
一
四
年
に
か
け
て
の
『
法
学
政
治
学
論
究
』
に
お
い
て
公
刊

さ
れ
て
い
る
。

2
　
本
書
の
内
容

　
内
容
に
入
る
前
に
本
書
の
構
成
を
示
し
て
お
き
た
い
。

　
以
下
に
示
す
よ
う
に
本
書
は
序
章
の
ほ
か
二
部
七
章
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

　
　
序
章

　
　
　
第
一
部
政
友
会
の
党
内
派
閥

　
　
第
一
章
　
田
中
総
裁
時
代
に
お
け
る
政
友
会
の
党
内
派
閥
－
鈴

　
　
木
派
を
中
心
に
1

　
　
第
二
章
　
犬
養
総
裁
時
代
に
お
け
る
政
友
会
の
党
内
派
閥
－
鈴

　
　
木
派
を
中
心
に
ー

　
　
第
三
章
　
斎
藤
内
閣
期
に
お
け
る
久
原
房
之
助
の
］
国
一
党
論

　
　
第
四
章
　
昭
和
一
四
年
政
友
会
分
裂
問
題
に
関
す
る
一
考
察

　
　
第
五
章
　
新
体
制
運
動
と
政
党
人
－
久
原
房
之
助
を
中
心
に
1

　
　
　
第
二
部
　
政
友
会
の
中
央
地
方
関
係

　
　
第
六
章
　
第
一
六
回
総
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
と
政
党
の
関
係
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1
藤
沼
庄
平
を
事
例
と
し
て
1

　
　
第
七
章
　
昭
和
初
期
政
友
会
に
お
け
る
代
議
士
と
地
方
組
織
－

　
　
藤
沼
庄
平
を
事
例
と
し
て
ー

　
次
に
各
章
の
要
旨
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
第
一
部
は
、
中
央
政
界
に
お
け
る
政
友
会
に
焦
点
を
あ
て
、
昭
和

初
期
か
ら
解
党
に
至
る
ま
で
の
時
期
を
扱
っ
て
い
る
。
第
一
章
と
第

二
章
は
、
昭
和
初
期
政
友
会
の
党
内
派
閥
、
と
り
わ
け
最
有
力
派
閥

で
あ
っ
た
鈴
木
喜
三
郎
派
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
第
一
章
で
は
、

田
中
義
一
総
裁
時
代
に
鈴
木
派
が
形
成
さ
れ
急
成
長
し
た
経
緯
と
要

因
を
明
ら
か
に
し
、
第
二
章
は
犬
養
毅
総
裁
時
代
に
お
け
る
鈴
木
派

の
勢
力
拡
大
の
過
程
と
、
鈴
木
が
総
裁
に
登
り
つ
め
る
ま
で
を
分
析

す
る
。

　
本
書
が
対
象
と
す
る
政
友
会
内
の
激
し
い
派
閥
抗
争
の
存
在
は
こ

れ
ま
で
の
研
究
で
も
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
党
内
派
閥
自
体
に
焦

点
を
あ
て
た
考
察
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
冒
頭
の
二
章
は
こ
の

先
行
研
究
の
欠
落
を
補
っ
て
、
昭
和
初
期
政
友
会
の
党
内
派
閥
の
構

造
や
構
成
員
、
派
閥
抗
争
の
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。

特
に
鈴
木
派
や
各
派
の
構
成
を
個
人
文
書
や
派
閥
の
会
合
を
伝
え
た

新
聞
報
道
か
ら
確
定
す
る
こ
と
を
試
み
た
点
は
、
今
後
の
政
党
史
研

究
に
お
い
て
も
考
察
の
起
点
と
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
政
友
会
が
派
閥

系
列
化
し
た
理
由
を
、
普
通
選
挙
制
の
導
入
や
、
総
裁
で
あ
る
田
中

や
犬
養
の
党
内
基
盤
の
弱
体
性
、
そ
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り

方
に
帰
し
て
い
る
こ
と
も
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
こ
の
派
閥
に
関
す

る
本
書
の
分
析
に
つ
い
て
は
次
節
で
あ
ら
た
め
て
言
及
す
る
こ
と
に

し
た
い
。

　
第
三
章
以
降
は
、
派
閥
対
立
に
思
想
的
な
対
立
が
加
わ
り
、
つ
い

に
は
政
友
会
が
分
裂
解
体
し
て
い
く
過
程
を
検
討
し
て
い
る
。
第
三

章
で
考
察
の
対
象
と
さ
れ
る
の
は
政
友
会
の
領
袖
久
原
房
之
助
で
あ

る
。
久
原
は
、
満
州
事
変
後
に
協
力
内
閣
運
動
を
推
進
し
て
、
い
ち

早
く
「
憲
政
常
道
」
を
否
定
す
る
と
と
も
に
、
斎
藤
実
内
閣
期
に
は

一
国
一
党
論
を
提
唱
し
た
人
物
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
久
原
の
一
国

一
党
論
に
つ
い
て
、
思
想
面
の
み
な
ら
ず
、
権
力
闘
争
の
側
面
か
ら

の
分
析
も
試
み
て
い
る
。
久
原
の
一
国
一
党
論
が
、
党
内
最
大
派
閥

で
あ
る
鈴
木
派
を
批
判
す
る
理
念
的
な
武
器
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
四
章
は
昭
和
一
四
年
の
政
友
会
分
裂
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
昭

和
一
〇
年
代
に
入
る
と
、
政
友
会
に
は
、
近
衛
文
麿
を
擁
立
し
て
の

新
党
を
樹
立
し
、
そ
こ
に
政
党
復
権
の
可
能
性
を
見
出
そ
う
と
す
る

勢
力
が
台
頭
し
た
。
こ
の
勢
力
を
代
表
し
た
の
が
中
島
知
久
平
派
で

あ
り
、
反
対
し
た
の
が
鳩
山
一
郎
派
で
あ
っ
た
。
鳩
山
派
は
、
鈴
木

喜
三
郎
の
義
弟
で
あ
る
鳩
山
が
鈴
木
派
を
継
承
す
る
か
た
ち
で
主
流

派
を
形
成
し
、
党
内
で
優
位
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
一
方
、
中
島

142



紹介と批評

派
は
、
鳩
山
派
と
そ
の
自
由
主
義
路
線
に
反
発
し
た
「
反
鳩
山
」
系

が
集
っ
た
派
閥
で
あ
る
。
こ
の
両
派
の
対
立
は
、
一
面
で
は
以
前
か

ら
の
派
閥
対
立
を
引
き
継
ぐ
性
格
を
有
し
て
い
た
が
、
徐
々
に
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
様
相
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に

両
派
の
対
立
が
先
鋭
化
し
、
政
友
会
の
分
裂
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
政
友
会
分
裂
に
い
た
る
党
内
事
情
を
理

解
す
る
た
め
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
に
加
え
て
、
党
内
の
込
み
入

っ
た
人
間
関
係
を
解
き
明
か
す
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
著
者
が
久
原

房
之
助
を
取
り
上
げ
た
の
も
、
久
原
が
党
内
状
況
の
変
化
を
最
も
反

映
し
た
存
在
で
あ
っ
た
が
故
で
あ
る
。
当
時
の
久
原
派
は
、
二
・
二

六
事
件
の
犯
人
隠
匿
に
よ
り
久
原
が
逮
捕
収
監
さ
れ
た
た
め
に
著
し

く
勢
力
を
低
下
さ
せ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
久
原
は
、

分
裂
に
際
し
て
鳩
山
に
よ
っ
て
政
友
会
（
久
原
派
）
総
裁
に
擁
立
さ

れ
る
。
当
初
は
劣
勢
で
あ
っ
た
中
島
派
が
林
・
近
衛
両
内
閣
の
も
と

で
存
在
感
を
積
み
増
し
、
鳩
山
派
を
凌
駕
し
て
い
っ
た
こ
と
が
そ
の

背
景
に
あ
っ
た
。
中
島
の
総
裁
就
任
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
鳩
山
に

は
久
原
派
を
自
ら
の
陣
営
に
引
き
込
む
必
要
が
あ
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
的
に
は
全
く
相
容
れ
な
い
久
原
に
総
裁
の
座
ま
で
約
し
た
の
で
あ

る
。
　
第
五
章
は
新
体
制
運
動
期
に
お
け
る
政
友
会
久
原
派
の
動
向
を
明

ら
か
に
す
る
。
新
体
制
運
動
で
の
既
成
政
党
の
動
向
も
ま
た
先
行
研

究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
章

で
は
、
解
党
に
向
か
う
思
惑
や
党
内
事
情
を
解
明
す
る
た
め
に
、
政

友
会
総
裁
で
あ
り
な
が
ら
、
自
ら
の
政
治
基
盤
で
あ
る
政
党
の
解
消

運
動
を
率
先
し
て
推
し
進
め
た
久
原
を
考
察
の
対
象
と
し
た
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
著
者
は
、
担
が
れ
た
総
裁
で
あ
っ
た
が
故
に
久
原
の
党

内
基
盤
が
脆
弱
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
こ
の
点
に
着
目
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
大
政
翼
賛
会
発
足
に
至
る
政
界
再
編
へ
の
流
れ
が
、

久
原
に
と
っ
て
は
従
来
の
主
張
実
現
と
と
も
に
、
自
ら
の
政
治
的
基

盤
を
強
化
し
上
昇
さ
せ
る
好
機
と
捉
え
ら
れ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

久
原
は
新
体
制
運
動
に
自
ら
の
政
治
理
念
と
政
治
的
野
心
の
達
成
の

場
を
見
出
し
敗
れ
去
っ
た
と
結
論
づ
け
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
著
者
は
、
挙
国
一
致
内
閣
期
か
ら
昭
和
一
五
年

の
政
党
解
消
ま
で
の
経
過
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
思
想
的
対
立

と
権
力
闘
争
と
を
関
連
付
け
て
分
析
す
る
手
法
を
と
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
「
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
る
な
」
と
い
う
時
局
便
乗
、
あ

る
い
は
自
滅
行
為
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
政
友
会
の

分
裂
と
解
党
と
が
、
昭
和
初
期
か
ら
引
き
続
く
派
閥
対
立
と
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
対
立
の
所
産
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
部
は
、
警
保
局
長
や
新
潟
県
知
事
な
ど
を
歴
任
し
た
内
務
官

僚
出
身
の
代
議
士
で
あ
る
藤
沼
庄
平
の
事
例
研
究
を
通
じ
て
、
昭
和
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初
期
の
総
選
挙
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
政
友
会
の
地

方
組
織
や
、
党
中
央
と
地
方
と
の
関
係
な
ど
を
考
察
し
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
第
二
部
の
分
析
は
、
第
一
部
で
指
摘
さ
れ
た
、
領
袖
に
よ

る
選
挙
費
の
援
助
を
通
じ
た
政
友
会
の
派
閥
系
列
化
の
進
行
や
、
普

通
選
挙
と
中
選
挙
区
制
の
導
入
が
派
閥
形
成
に
与
え
た
影
響
に
つ
い

て
の
傍
証
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
第
六
章
は
、
藤
沼
が
出
馬
を
決
意
し
初
当
選
に
至
る
ま
で
を
「
藤

沼
日
記
」
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
「
藤
沼
庄
平
関
係
文

書
」
）
を
用
い
て
詳
細
に
跡
付
け
て
い
る
。
候
補
者
自
身
の
日
記
を

丹
念
に
読
み
込
み
、
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
選
挙
の
実
態
研
究
に

つ
き
も
の
の
資
料
的
な
制
約
を
乗
り
越
え
、
選
挙
資
金
の
流
れ
や
票

読
み
、
地
盤
の
振
り
分
け
な
ど
選
挙
運
動
の
生
々
し
い
実
態
を
明
ら

か
に
し
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。
ま
た
、
当
時
の
総
選
挙
に
お
け

る
候
補
者
と
政
党
組
織
（
党
本
部
、
県
支
部
、
郡
市
支
部
）
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
に
つ
い
て
の
指
摘
も
興
昧
深
い
。

　
第
七
章
で
は
、
当
選
後
の
藤
沼
の
地
盤
維
持
活
動
や
、
再
選
を
め

ざ
し
た
第
一
七
回
総
選
挙
（
昭
和
五
年
）
で
の
落
選
、
そ
し
て
代
議

士
復
帰
断
念
ま
で
を
同
じ
く
「
藤
沼
日
記
」
か
ら
た
ど
っ
て
い
る
。

官
界
出
身
の
藤
沼
が
、
地
盤
を
維
持
す
る
た
め
の
金
銭
的
支
援
や
利

益
誘
導
活
動
に
消
耗
し
て
い
く
様
子
や
、
地
盤
協
定
が
代
議
士
の
意

向
を
排
除
し
て
地
方
組
織
主
導
で
行
な
わ
れ
る
様
子
な
ど
、
昭
和
初

期
の
選
挙
の
実
態
を
赤
裸
々
に
描
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
第
二
部
の
藤
沼
の
事
例
研
究
か
ら
、
著
者
は
、
昭
和
初

期
の
代
議
士
と
地
方
組
織
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
特
徴
を

導
き
出
し
て
い
る
。
第
一
は
、
昭
和
戦
前
期
の
総
選
挙
で
は
、
候
補

者
擁
立
の
主
体
と
な
り
集
票
活
動
を
担
っ
た
の
は
既
存
政
党
の
各
郡

市
支
部
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
政
友
会
の
郡
市
支
部
は
原
則
的
に

特
定
の
一
人
の
代
議
士
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
し
か
し
、
各
支
部
は
、

長
期
間
か
け
て
形
成
さ
れ
た
強
固
な
組
織
で
あ
り
、
こ
の
組
織
力
と

集
票
力
を
背
景
に
、
政
党
本
部
や
県
支
部
、
候
補
者
に
対
し
て
も
自

律
性
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
候
補
者
本
人
と
直
結

し
た
集
票
組
織
（
後
援
会
）
の
組
織
化
と
、
そ
の
継
承
と
が
不
可
欠

で
あ
る
今
日
の
選
挙
の
あ
り
方
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
第
二
に
、
候

補
者
の
役
割
は
莫
大
な
選
挙
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
に
あ
り
、
当
選

後
に
は
組
織
維
持
の
た
め
の
金
銭
的
支
援
や
利
益
誘
導
に
追
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
資
金
面
で
は
候
補
者
（
代
議
士
）
と
地
方
組
織
と

の
関
係
が
相
互
依
存
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
藤
沼
の
場

合
に
は
、
特
に
資
金
の
出
所
の
多
く
が
政
友
会
の
領
袖
か
ら
で
あ
っ

た
こ
と
は
代
議
士
の
派
閥
系
列
化
と
の
関
わ
り
で
注
目
さ
れ
る
。
第

三
の
特
徴
は
、
候
補
者
選
定
に
関
し
て
中
央
や
県
レ
ベ
ル
の
政
党
組

織
の
役
割
が
限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
県
支
部
は
、
県
支
部

全
体
の
利
害
の
た
め
の
調
整
役
を
果
た
す
に
と
ど
ま
り
、
各
郡
市
支
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部
に
指
示
命
令
を
す
る
こ
と
は
て
き
な
か
っ
た
。
党
本
部
も
、
候
補

者
選
考
を
地
方
支
部
に
ま
か
せ
て
お
り
、
公
認
選
定
も
県
支
部
の
推

薦
を
そ
の
ま
ま
認
め
て
い
た
。

　
本
書
の
要
旨
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
本
書
の
構
成
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。
二
部
構
成

の
本
書
に
対
し
て
、
原
型
と
な
っ
た
博
士
論
文
は
三
部
構
成
と
な
っ

て
い
る
。
博
士
論
文
で
は
、
本
書
の
第
三
章
か
ら
第
五
章
ま
で
は

「
第
二
部
　
政
友
会
の
思
想
的
対
立
と
権
力
闘
争
」
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
本
書
の
第
一
部
は
、
第
一

章
と
第
二
章
で
党
内
派
閥
の
構
成
や
形
成
要
因
な
ど
、
派
閥
を
中
心

と
し
た
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
第
三
章
か
ら
第
五
章

は
、
鳩
山
や
中
島
、
久
原
と
い
っ
た
派
閥
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
政

治
家
個
々
の
思
想
の
解
明
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
、
分
析
に
や
や
不
統
一
な
印
象
が
残
っ
た
。

3
　
本
書
の
意
義

　
以
上
の
よ
う
な
内
容
を
有
す
る
本
書
の
意
義
は
、
第
一
に
、
そ
の

議
論
が
、
著
者
が
収
集
に
傾
け
た
意
欲
と
情
熱
の
深
さ
を
う
か
が
わ

せ
る
、
極
め
て
豊
富
な
史
料
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。

「
藤
沼
庄
平
関
係
文
書
」
や
「
松
本
学
関
係
文
書
」
な
ど
国
立
国
会

図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
の
原
文
書
に
加
え
、
川
村
学
園
女
子
大
学

図
書
館
所
蔵
の
『
川
村
竹
治
先
生
資
料
』
な
ど
未
公
刊
の
史
料
を
丹

念
に
参
照
し
利
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
著
者
は
、
『
津
雲
国
利
関

係
文
書
（
仮
題
）
』
（
菊
谷
太
郎
氏
所
蔵
）
や
「
久
原
関
係
史
料
」

（
日
鉱
記
念
館
所
蔵
）
と
い
っ
た
、
研
究
者
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い

新
史
料
の
発
掘
を
行
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
一
次
史
料

は
、
政
治
家
の
回
想
録
や
伝
記
、
談
話
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
雑
誌

や
新
聞
と
つ
き
あ
わ
せ
た
う
え
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
第
二
は
、
本
書
が
、
先
行
研
究
の
蓄
積
が
最
も
浅
か
っ
た
政
党
内

閣
崩
壊
後
の
政
友
会
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
点
で
あ
る
。
本
書
の
な

か
で
も
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
政
党
内
閣
期
か
ら
大

政
翼
賛
会
成
立
に
至
る
政
界
再
編
成
の
複
雑
な
流
れ
を
解
明
す
る
に

あ
た
っ
て
、
従
来
の
研
究
は
、
特
定
の
政
治
主
体
の
動
向
を
掘
り
下

げ
て
検
討
し
た
も
の
が
少
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
本
書
の
第
四
章
が

対
象
と
す
る
昭
和
一
四
年
の
政
友
会
分
裂
問
題
は
、
通
史
的
な
分
析

の
な
か
で
言
及
さ
れ
る
か
、
近
衛
新
党
運
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
た
現
象
の
】
つ
と
し
て
言
及
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

政
友
会
を
含
め
て
全
て
の
政
党
が
解
党
し
た
昭
和
一
五
年
の
近
衛
新

体
制
運
動
に
つ
い
て
も
、
先
行
研
究
の
多
く
は
、
新
体
制
運
動
の
全

体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
本
書
は
、
政
友
会
と
そ
の
党
内
派
閥
を
考
察
の
中
心
に

す
え
て
、
分
裂
や
解
党
に
至
る
ま
で
の
党
内
の
動
き
を
解
明
す
る
こ
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と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
補
強
、
深
化
さ
せ
る
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
。

　
評
者
は
、
政
党
内
閣
の
崩
壊
か
ら
大
政
翼
賛
会
成
立
へ
と
至
る
政

界
再
編
成
の
流
れ
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
政
治
的
影
響
力
を

有
し
た
政
治
主
体
を
個
別
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

角
度
か
ら
政
治
過
程
に
焦
点
を
あ
て
て
い
く
手
法
に
は
一
定
の
有
効

性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
政
治
状
況
が
非
常
に
流
動
的
で
あ
り
、

そ
の
時
々
の
状
況
に
よ
っ
て
ア
ク
タ
ー
の
言
動
の
意
味
あ
い
が
異
な

っ
て
く
る
こ
と
が
多
く
、
政
治
主
体
個
々
の
言
動
を
理
解
す
る
た
め

に
は
、
そ
の
背
後
に
あ
る
論
理
や
人
間
関
係
を
把
握
す
る
こ
と
が
不

可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
陸
海
軍
や
宮
中
、
い
わ
ゆ
る
「
革

新
」
派
に
比
し
て
、
既
成
政
党
の
動
向
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い

部
分
が
多
く
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
点
で
、
政
党
内
閣
崩
壊
後
の
政

治
過
程
を
解
明
す
る
た
め
に
、
政
友
会
、
さ
ら
に
は
党
内
派
閥
に
視

点
を
定
め
た
本
書
の
手
法
に
は
共
感
を
覚
え
た
。

　
事
実
、
政
友
会
と
そ
の
党
内
派
閥
に
視
点
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
本
書
は
、
先
行
研
究
に
欠
け
て
い
た
ポ
イ
ン
ト
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
昭
和
六
年
九
月
の
満
州
事
変

勃
発
後
に
、
若
槻
礼
次
郎
内
閣
の
も
と
で
浮
上
し
た
政
友
会
と
民
政

党
の
連
立
に
よ
る
協
力
内
閣
運
動
に
は
、
政
友
会
の
派
閥
抗
争
の
側

面
が
あ
っ
た
と
の
指
摘
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
犬
養
総
裁
や
、
総
裁

派
と
し
て
の
鈴
木
派
は
、
党
と
し
て
協
力
内
閣
を
拒
否
し
、
政
友
会

単
独
内
閣
を
め
ざ
す
立
場
を
公
に
し
た
。
し
か
し
、
幹
事
長
の
久
原

房
之
助
ら
反
主
流
派
は
、
犬
養
の
意
思
を
無
視
し
て
協
力
内
閣
運
動

を
進
行
さ
せ
、
こ
の
運
動
は
最
終
的
に
は
総
裁
排
斥
の
意
味
を
含
む

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
協
力
内
閣
運
動
の
失
敗
が
、
久
原
に
よ
る
鈴

木
派
攻
撃
の
出
発
点
と
な
り
、
鈴
木
派
と
久
原
派
の
対
立
の
図
式
を

露
わ
に
す
る
結
果
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
久
原
が
、
昭
和
八
年
に
発

表
し
た
一
国
一
党
論
も
、
同
じ
く
党
内
の
権
力
闘
争
の
一
環
で
あ
る

こ
と
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
五
・
一
五
事
件
に
よ
り
死
去
し

た
犬
養
総
裁
の
跡
を
継
い
だ
鈴
木
喜
三
郎
は
、
斎
藤
実
内
閣
の
議
会

運
営
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
友
会
に
円
満
に
政
権
が
委
譲

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。
鈴
木
の
戦
略
は
、
し
か
し
、
辞
職

す
る
と
見
ら
れ
て
い
た
高
橋
是
清
蔵
相
が
昭
和
八
年
五
月
に
留
任
の

意
思
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
受
け
た
斎
藤
首
相
が
引
き
続
き
政
権

を
担
当
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
こ
と
で
破
綻
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

久
原
が
新
聞
雑
誌
を
通
じ
て
↓
国
一
党
論
を
発
表
し
た
の
は
こ
の
直

後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
久
原
の
一
国
一
党
論
は
当
時
の
政
治
状
況
に

あ
っ
て
は
、
鈴
木
派
攻
撃
の
理
念
的
武
器
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

政
友
会
内
の
権
力
闘
争
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
行
研
究
が

見
落
と
し
た
要
素
を
析
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
第
三
に
評
価
す
べ
き
点
は
、
昭
和
戦
前
期
の
派
閥
に
関
し
て
、
ま
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と
ま
っ
た
形
で
の
記
述
は
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
次
の
よ
う
な

示
唆
に
富
ん
だ
指
摘
を
数
多
く
見
出
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
昭
和
初
期
の
政
友
会
に
派
閥
が
形
成
さ
れ
た
要
因
と
し
て
、

昭
和
三
年
の
総
選
挙
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。
周
知
の
ご
と
く
、

昭
和
三
年
の
総
選
挙
は
、
わ
が
国
で
初
め
て
普
通
選
挙
制
の
下
で
争

わ
れ
た
選
挙
で
あ
る
。
政
治
改
革
の
効
果
が
期
待
さ
れ
た
普
通
選
挙

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
導
入
に
よ
り
有
権
者
が
四
倍
と
な
っ
た
こ
と
で
、

候
補
者
は
従
来
以
上
に
党
か
ら
の
公
認
料
や
縁
故
の
領
袖
か
ら
の
資

金
援
助
が
必
要
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
領
袖
に
よ

る
選
挙
費
の
援
助
が
行
な
わ
れ
、
政
友
会
の
派
閥
系
列
化
が
進
行
し

た
こ
と
を
本
書
は
解
き
明
か
し
た
の
で
あ
る
。
派
閥
と
し
て
の
鈴
木

派
が
形
成
さ
れ
た
の
も
同
じ
く
昭
和
三
年
の
総
選
挙
を
通
じ
て
で
あ

っ
た
。
鈴
木
派
が
台
頭
し
た
の
は
、
鈴
木
が
、
党
の
選
挙
責
任
者
で

あ
り
、
同
時
に
全
国
の
選
挙
戦
に
お
け
る
公
認
候
補
の
選
定
に
発
言

力
の
あ
る
内
務
大
臣
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
、
加
え
て
鈴
木
の
裁
量

で
候
補
者
に
配
分
で
き
る
資
金
が
潤
沢
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、
鈴
木
派
の
過
半
数
が
、
昭
和
三
年
の
総
選
挙
で
初
当
選
し

た
人
物
で
占
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
書
に
従
え
ば
、
派
閥
が

形
成
さ
れ
た
要
因
の
第
一
は
候
補
者
が
資
金
面
で
系
列
化
さ
れ
て
い

っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
著
者
は
ま
た
、
鈴
木
派
が
人
事
を
通
し

て
勢
力
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
鈴
木

派
に
属
す
る
議
員
が
厚
遇
さ
れ
た
の
に
比
し
て
、
無
派
閥
の
議
員
が

ほ
と
ん
ど
ポ
ス
ト
を
獲
得
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
党
内
人
事
に

も
派
閥
の
力
学
が
働
い
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
の
て
あ
る
（
五
六

t
五
七
頁
）
。

　
永
森
誠
一
氏
の
『
派
閥
』
（
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）
で
の
指

摘
に
従
え
ば
、
「
派
閥
が
単
な
る
党
内
集
団
で
は
な
く
て
党
内
党
派

で
あ
り
、
単
な
る
党
派
で
な
く
派
閥
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
党
組
織

に
、
と
く
に
そ
の
人
事
と
資
金
の
問
題
に
、
影
響
を
与
え
る
か
ら
」

で
あ
る
（
二
八
頁
）
。
単
な
る
党
内
集
団
と
派
閥
を
区
別
す
る
基
準

を
人
事
と
資
金
と
に
置
く
と
、
昭
和
戦
前
期
の
派
閥
は
す
で
に
そ
の

基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
、
本
書
は
、
政
友

会
で
派
閥
が
争
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
年
の
党
則
改
正
に

よ
り
、
総
裁
の
公
選
制
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
こ

と
も
指
摘
し
て
い
る
。
「
「
公
選
」
で
あ
る
以
上
、
総
裁
へ
の
野
心
を

有
す
る
者
は
、
自
己
の
支
持
勢
力
の
拡
大
に
腐
心
す
る
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
」
（
奥
、
四
六
頁
、
注
4
9
）
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

戦
後
に
お
い
て
も
、
派
閥
の
存
在
が
、
自
民
党
と
の
連
想
で
広
く
意

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
三
一
年
二
一
月
の
総
裁
公
選

に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
「
二
位
三
位
連
合
」
と
い
う
奇
策
に
よ
っ
て
、

石
橋
湛
山
が
岸
信
介
を
破
っ
た
総
裁
選
で
あ
る
。
総
裁
公
選
が
あ
る

か
ぎ
り
派
閥
は
な
く
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
、
戦
後
の
自
民
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党
に
関
し
て
も
両
者
の
関
係
は
深
い
（
永
森
、
一
五
頁
・
一
七
頁
）
。

昭
和
初
頭
の
政
友
会
に
お
い
て
も
、
党
運
営
の
主
導
権
を
に
ぎ
る
総

裁
を
め
ざ
し
た
、
か
な
り
機
能
的
な
派
閥
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
評
者
に
は
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
派
閥
の
構
造
や
実
態
を
解
明

し
た
こ
と
が
本
書
の
白
眉
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

　
で
は
、
昭
和
戦
前
期
の
派
閥
の
特
徴
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
書
は
、
他
の
時
代
の
派
閥
と
の
相
違
を
多
元
性
と
地
縁
性
と
に
求

め
て
い
る
（
六
一
頁
）
。
多
元
性
と
は
、
政
友
会
の
派
閥
が
各
領
袖

の
協
力
関
係
に
よ
り
成
り
立
っ
た
、
多
元
的
な
集
団
で
あ
っ
た
こ
と

を
指
し
て
い
る
。
戦
後
の
自
民
党
の
派
閥
が
派
閥
の
盟
主
を
ト
ッ
プ

と
し
た
一
元
的
な
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
と
好
対
照
を
な
す
と
す
る
の

で
あ
る
。
一
方
の
地
縁
性
に
つ
い
て
は
、
昭
和
戦
前
期
の
派
閥
は
過

渡
的
な
性
格
を
有
し
て
い
た
と
い
う
。
既
存
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
戦
前
の
派
閥
と
戦
後
の
派
閥
の
相
違
は
、
「
地
縁
性
」
の
有
無

に
あ
っ
た
。
戦
後
の
自
民
党
の
派
閥
に
地
縁
性
が
見
ら
れ
な
い
一
方

で
、
明
治
・
大
正
期
の
党
内
集
団
は
、
自
由
党
土
佐
派
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
地
縁
に
よ
っ
て
結
び
つ
い
て
い
た
。
そ
し
て
明
治
・
大

正
期
と
戦
後
と
を
つ
な
ぐ
存
在
で
あ
る
昭
和
初
期
の
派
閥
は
、
「
地

縁
性
」
を
薄
め
つ
つ
も
、
ま
だ
地
縁
に
よ
る
結
合
と
い
う
性
格
を
残

し
て
い
た
。
地
縁
性
が
薄
ま
っ
た
要
因
の
一
つ
は
中
選
挙
区
制
の
導

入
に
求
め
ら
れ
る
。
「
中
選
挙
区
制
下
の
選
挙
は
同
じ
政
党
の
候
補

者
同
士
の
深
刻
な
対
立
を
発
生
さ
せ
、
そ
れ
は
県
支
部
の
結
束
を
乱

す
原
因
」
と
な
り
、
「
代
議
士
の
県
レ
ベ
ル
で
の
一
体
性
が
弱
ま
る

中
で
、
「
地
縁
」
と
は
異
な
る
原
理
に
基
づ
く
党
内
集
団
（
派
閥
）

が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
」
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
（
七
八
頁
、
注

25
）
。

　
本
書
は
、
昭
和
初
期
政
友
会
の
派
閥
抗
争
は
、
戦
後
自
民
党
の
そ

れ
よ
り
も
「
鋭
か
っ
た
」
と
す
る
太
田
正
孝
の
回
想
を
紹
介
し
て
い

る
（
五
五
頁
）
。
太
田
は
、
昭
和
五
年
の
選
挙
で
初
当
選
し
、
戦
後

も
自
治
庁
長
官
を
つ
と
め
る
な
ど
、
戦
前
政
友
会
と
戦
後
自
民
党
の

派
閥
抗
争
の
い
ず
れ
を
も
目
に
し
た
人
物
で
あ
る
。
戦
前
の
派
閥
抗

争
の
激
し
さ
を
戦
後
と
の
比
較
で
表
現
し
た
太
田
に
限
ら
ず
、
戦
後

の
保
守
政
治
家
の
多
く
は
、
戦
前
と
戦
後
の
派
閥
に
同
質
性
を
見
出

し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
自
民
党
に
お
け
る
派
閥
解
消
運
動

が
党
の
「
近
代
化
」
運
動
と
表
現
さ
れ
た
の
は
、
政
友
会
の
派
閥
抗

争
の
激
し
さ
が
記
憶
に
刻
印
さ
れ
、
戦
後
自
民
党
の
派
閥
政
治
に
投

影
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
本
書
の
指
摘
か
ら
、

評
者
は
、
戦
前
の
政
友
会
の
派
閥
と
戦
後
の
自
民
党
の
派
閥
に
同
質

性
を
付
与
し
た
要
因
は
、
大
正
二
二
年
に
加
藤
高
明
内
閣
の
下
で
導

入
さ
れ
た
普
通
選
挙
に
加
え
、
特
に
中
選
挙
区
制
に
帰
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
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4
　
結
び
に
か
え
て

　
本
書
に
は
、
「
序
章
」
は
付
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
全
体
を
通
し

て
の
「
終
章
」
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
本
書
で
得
ら
れ
た
知
見
を
活

用
し
て
、
著
者
に
は
今
後
の
研
究
に
お
い
て
次
に
述
べ
る
よ
う
な
点

に
つ
い
て
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

　
本
書
で
は
政
友
会
と
そ
の
党
内
派
閥
に
視
点
を
定
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
内
部
構
造
や
党
内
事
情
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
し

か
し
、
民
政
党
な
ど
他
政
党
や
陸
海
軍
、
官
僚
と
い
っ
た
各
政
治
主

体
と
の
関
わ
り
に
は
踏
み
込
ん
だ
言
及
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
書

で
の
分
析
が
、
昭
和
戦
前
期
政
治
史
の
政
治
構
造
全
体
の
解
明
に
ど

の
よ
う
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
の
か
。
著
者
の
見
解
が
待
た
れ

る
。　
ま
た
、
本
研
究
で
の
蓄
積
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
戦
前

期
の
派
閥
に
特
徴
的
な
性
格
や
構
造
を
特
定
し
て
い
く
こ
と
が
可
能

で
は
な
い
か
、
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
本
書
は
派

閥
の
時
系
列
的
な
比
較
検
討
に
問
題
関
心
を
置
い
て
い
な
い
。
だ
が
、

昭
和
戦
前
期
の
「
党
内
派
閥
」
と
い
う
言
葉
の
定
義
や
、
こ
の
時
期

特
有
の
派
閥
の
特
徴
や
性
格
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
研
究
者
は
、

著
者
が
適
任
者
の
第
一
で
あ
ろ
う
。
本
研
究
の
実
証
性
の
高
さ
と
手

堅
さ
ゆ
え
に
著
者
の
今
後
に
期
待
し
た
い
。

　
本
書
は
、
史
料
面
で
の
貢
献
に
加
え
て
、
分
析
面
で
も
、
政
友
会

の
党
内
派
閥
に
視
点
を
す
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
未
解
明
な
ま
ま
に

残
さ
れ
て
い
た
党
内
派
閥
の
構
造
や
権
力
闘
争
、
党
組
織
の
構
造
と

い
っ
た
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
派
閥
や
地
方
組
織
の

あ
り
方
な
ど
、
戦
前
と
戦
後
の
政
党
政
治
を
考
え
る
う
え
で
有
益
な

示
唆
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
昭
和
戦
前
期
政
治
史
に
と
ど
ま
ら
ず
、

日
本
政
治
研
究
の
進
展
に
資
す
る
業
績
で
あ
る
と
評
価
し
た
い
。

（
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
七
月
、
A
5
判
、
二
九
五

頁
、
四
、
六
〇
〇
円
）
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